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機関名： （地独）北海道立総合研究機構水産研究本部

年月 水産資源関係 水産海洋・漁場保全関係 水産増養殖関係 その他（水産利用加工、水産経済、災害等）

2020年
 4月～6月

・4～5月に利尻・礼文地区を含む宗谷・留萌管内沿岸で、ニシン
群来が多数発生した。漁獲も好調であり、1～5月の宗谷・留萌
管内における累積漁獲量は前年（324トン）の3倍を超える1,042
トンに達した。石狩・後志地区を含めた範囲では、3,360トン（前
年同期2,046トン）であった。

特になし 特になし 特になし

機関名： （地独）青森県産業技術センター水産総合研究所

年月 水産資源関係 水産海洋・漁場保全関係 水産増養殖関係 その他（水産利用加工、水産経済、災害等）

2020年
 4月～6月

特になし 特になし 特になし 特になし

機関名： 秋田県水産振興センター

年月 水産資源関係 水産海洋・漁場保全関係 水産増養殖関係 その他（水産利用加工、水産経済、災害等）

2020年
 4月～6月

特になし 特になし 特になし 特になし

機関名： 山形県水産研究所

年月 水産資源関係 水産海洋・漁場保全関係 水産増養殖関係 その他（水産利用加工、水産経済、災害等）

2020年
 4月～6月

・底びき網漁業においてホッケが4～6月に3.3～121.5トン(平年
比851～1,975％)であり､5月は漁獲量の第一位となった｡また､同
漁法によるスルメイカが6月に149トン(平年比585％)を記録し､同
月の第一位となった｡

特になし 特になし 特になし

機関名： 新潟県水産海洋研究所

年月 水産資源関係 水産海洋・漁場保全関係 水産増養殖関係 その他（水産利用加工、水産経済、災害等）

2020年
 4月～6月

・新潟県におけるスルメイカ漁獲は、沖合を主漁場としたイカ釣
り（県外船が多い）の占める割合が高く、例年、地元漁船の底引
き網による漁獲は全体の５％未満となっている。
・今年の6月は底引き網に大量のスルメイカが入網し、多い地区
では、例年6月の10倍量のイカが底引き網で漁獲された。なお、
このような現象は昨年の6月にも見られている。

特になし 特になし 特になし

機関名： 富山県農林水産総合技術センター水産研究所

年月 水産資源関係 水産海洋・漁場保全関係 水産増養殖関係 その他（水産利用加工、水産経済、災害等）

2020年
 4月～6月

・サクラマスが、令和2年4～6月の合計漁獲量232kgで過去10年
平均比で10.9％の不漁

特になし 特になし コロナ禍による魚価の低迷
のため、新湊漁協所属のシ
ロエビ漁業者が5月1～10日
に自主休漁した。

機関名： 石川県水産総合センター

年月 水産資源関係 水産海洋・漁場保全関係 水産増養殖関係 その他（水産利用加工、水産経済、災害等）

2020年
 4月～6月

・2020年5～6月の小型イカ釣りによるスルメイカ漁獲量は2,973
トンで、前年の1,646トン、過去5年平均の1,454トンを大きく上
回った。前年に引き続き、6月に底曳網でスルメイカが多く漁獲
（117トン）された。

特になし 特になし 特になし

機関名： 福井県水産試験場

年月 水産資源関係 水産海洋・漁場保全関係 水産増養殖関係 その他（水産利用加工、水産経済、災害等）

2020年
 4月～6月

特になし 特になし 特になし 特になし

機関名： 京都府農林水産技術センター海洋センター

年月 水産資源関係 水産海洋・漁場保全関係 水産増養殖関係 その他（水産利用加工、水産経済、災害等）

2020年
 4月～6月

・マグロの幼魚（1～3ｋｇ程度）が、例年とは異なりほぼ毎日定置
網に入網し、放流されている。　少ないときで1～2本／網、多け
れば1,000本／網の時もあり、多くは十数本～数十本／網、4～6
月で1万数千本を放流。
・昨年は、6月に入ってから入網が多くなり、4～6月で5千本程度
の放流。

特になし 特になし 特になし

機関名： 兵庫県農林水産技術センター但馬水産技術センター

年月 水産資源関係 水産海洋・漁場保全関係 水産増養殖関係 その他（水産利用加工、水産経済、災害等）

2020年
 4月～6月

特になし 特になし 特になし 特になし

機関名： 鳥取県水産試験場

年月 水産資源関係 水産海洋・漁場保全関係 水産増養殖関係 その他（水産利用加工、水産経済、災害等）

2020年
 4月～6月

特になし 特になし 特になし 特になし

機関名： 鳥取県栽培漁業センター

年月 水産資源関係 水産海洋・漁場保全関係 水産増養殖関係 その他（水産利用加工、水産経済、災害等）

2020年
 4月～6月

・新型コロナウイルスの影響による魚価安が、操業自粛を引き
起こしており、漁獲量だけでは資源状態を正確に把握できない
状況が4～5月に特に見られている。

・4月は水温が高め。同じく4月にはトガリサル
パと思われるサルパ類が多く発生。また例年
に比べノクチルカ（夜光虫）の発生が遅かっ
た。

特になし 特になし

機関名： 島根県水産技術センター

年月 水産資源関係 水産海洋・漁場保全関係 水産増養殖関係 その他（水産利用加工、水産経済、災害等）

2020年
 4月～6月

・浜田地区の中型まき網漁獲量は400トンで前年の47％、過去5
か年平均（平年）の28％と低調な漁模様。漁獲の主体であるマ
アジは前年の41％、平年の36％の277トン、サバ類は前年の
98％、平年の17％の98トンであった。

特になし 特になし 特になし

機関名： 山口県水産研究センター

年月 水産資源関係 水産海洋・漁場保全関係 水産増養殖関係 その他（水産利用加工、水産経済、災害等）

2020年
 4月～6月

特になし 特になし 特になし 特になし


